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地域シンクタンク・モニター調査結果から 

各
地
で
人
手
不
足
感
が
高
ま
る 

　
　
―
景
気
は
大
半
が
「
横
ば
い
」の
見
通
し
― 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

札幌駅前 

 

全
国
九
つ
の
研
究
機
関
か
ら
四
半
期
ご
と

に
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ

ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
二
○
○
六
年

四
月
〜
六
月
期
と
、
七
月
〜
九
月
期
の
地
域

経
済
及
び
雇
用
情
勢
の
「
実
績
」
と
「
見
通

し
」
を
聞
い
た
。 

 

そ
の
結
果
、
来
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
の

地
域
経
済
を
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通

し
を
示
し
た
の
は
北
國
総
合
研
究
所
。
残
り

八
つ
の
モ
ニ
タ
ー
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」

と
回
答
し
、
先
行
き
の
厳
し
さ
を
示
す
「
悪

化
」
「
や
や
悪
化
」
の
回
答
は
寄
せ
ら
れ
な

か
っ
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
七
月
〜

九
月
期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と

明
る
い
予
測
を
立
て
た
の
は
、
北
國
総
合
研

究
所
と
九
州
経
済
調
査
協
会
の
二
つ
の
モ
ニ

タ
ー
。
残
り
七
つ
の
モ
ニ
タ
ー
（
北
海
道
・

青
森
・
常
陽
・
中
部
・
関
西
・
中
国
・
四
国
）

は
す
べ
て
「
横
ば
い
」
。
経
済
情
勢
と
同
様

に
、
「
悪
化
」
「
や
や
悪
化
」
の
悲
観
的
な

先
行
き
を
示
す
回
答
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
地
域
間
で
若
干
の
バ

ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
国
的
に
は

回
復
基
調
が
強
ま
り
、
景
気
の
底
堅
さ
を
裏

づ
け
る
リ
ポ
ー
ト
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

半
面
、
懸
念
材
料
と
し
て
、
①
ア
メ
リ
カ
や

中
国
な
ど
海
外
経
済
の
動
向
②
原
油
・
原
材

料
価
格
の
高
騰
③
天
候
不
順
に
よ
る
個
人
消

費
へ
の
悪
影
響
―
―
を
指
摘
す
る
声
が
目
立

っ
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
人
手
不

足
感
の
高
ま
り
を
指
摘
す
る
報
告
が
相
次
い

だ
。
北
海
道
で
は
製
造
業
や
卸
小
売
業
で
旺

盛
な
求
人
が
出
始
め
、
北
陸
で
は
技
術
系
の

専
門
職
が
不
足
し
、
九
州
で
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
パ
ー
ト
求
人
が
未
充
足
と
な
る
な
ど
、

各
地
で
労
働
需
給
が
逼
迫
し
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
が
っ
た
。 

   

　
北
海
道
　
卸
売
・
小
売
業
で 

　
は
人
手
不
足
感
も 

   

道
内
で
は
、
札
幌
な
ど
都
市
部
で
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
中
心
に
経
済
・
雇
用
と
も
改
善
の

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
そ
れ
以
外

の
地
域
で
は
、
公
共
事
業
削
減
の
影
響
も
あ

り
、
回
復
の
足
取
り
が
遅
れ
て
い
る
模
様
だ
。 

 

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
四

月
〜
六
月
期
の
地
域
経
済
を
「
や
や
悪
化
」

と
判
断
し
た
。
根
拠
と
し
て
、
①
春
先
の
天

候
不
順
で
衣
料
品
や
季
節
家
電
の
売
れ
行
き

が
鈍
っ
て
い
る
②
公
共
事
業
の
削
減
で
基
幹

産
業
の
建
設
業
が
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
る
③
四
月
以
降
の
道
庁
職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
が
消
費
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
④
原

油
高
に
伴
い
道
内
輸
送
業
が
減
益
傾
向
に
あ

る
⑤
耐
震
強
度
偽
装
事
件
の
影
響
で
札
幌
な

ど
で
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
に
陰
り
が
み
え
る
―

―
こ
と
を
あ
げ
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は

、

「
製
造
業
や
輸
送
業
で
は
、
原
油
高
の
影
響

で
収
益
が
鈍
化
す
る
」
と
マ
イ
ナ
ス
要
因
を

指
摘
す
る
一
方
、
「
七
月
に
入
り
天
候
が
安

定
し
、
観
光
地
へ
の
入
込
客
数
も
順
調
に
伸

び
て
い
る
。
長
期
予
報
で
も
観
光
シ
ー
ズ
ン

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
八
月
、
九
月
は
平
年
並

み
の
気
温
と
好
天
が
見
込
ま
れ
る
」
こ
と
か

ら
、
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
た
。 

 

他
方
、
道
内
の
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月

期
）
に
つ
い
て
は
、
「
完
全
失
業
率
で
み
る

と
、
四
月
〜
六
月
期
は
、
一
○
期
ぶ
り
に
前

期
比
で
悪
化
し
た
。
と
く
に
若
年
層
で
は
失

業
率
が
上
が
り
続
け
て
い
る
」
と
不
安
材
料

を
指
摘
す
る
一
方
、
「
有
効
求
人
倍
率
は
、

比
較
的
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
人
材
派

遣
需
要
も
旺
盛
で
、
学
生
の
就
職
内
定
率
も

例
年
以
上
に
好
調
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
現

状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
動
向
に
つ
い
て
は

、

「
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依
然
、
解
消
す
る

見
通
し
は
な
い
。
さ
ら
に
公
共
事
業
の
削
減

に
伴
い
、
建
設
業
で
の
需
要
も
停
滞
す
る
」

と
み
て
、
道
内
雇
用
の
厳
し
い
側
面
に
触
れ

る
一
方
、
「
地
元
新
聞
社
の
調
査
で
は
、
卸

売
り
・
小
売
業
を
中
心
に
、
引
き
続
き
旺
盛

な
求
人
が
期
待
で
き
、
人
手
不
足
感
が
強
ま

る
見
込
み
」
と
し
て
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

要
因
を
総
合
的
に
判
断
し
、
来
期
は
「
横
ば

い
」
と
し
た
。 

   

茨
城
　
企
業

の
生
産
活
動
は 

　
底
堅
く
推
移 

   

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
経
済

の
実
績
（
四
月
〜
六
月
期
）
を
「
横
ば
い
」

と
評
価
し
た
。
理
由
と
し
て
、
①
茨
城
県
景

気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
に
よ
る
と
六
月
の
景

気
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
五
二
・
二
（
前
回
五
三
・

一
）
と
横
ば
い
で
推
移
②
六
月
の
日
銀
短
観

（
茨
城
県
）
に
よ
る
と
、
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は

マ
イ
ナ
ス
三
（
前
回
プ
ラ
ス
一
）
と
四
ポ
イ

ン
ト
悪
化
③
鉱
工
業
生
産
指
数
は
底
堅
く
推

移
④
企
業
の
設
備
投
資
も
好
調
―
―
で
あ
る

こ
と
を
あ
げ
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
も
前
期
同
様
、

「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
茨
城
県
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
に

よ
る
と
、
景
気
の
先
行
判
断
Ｄ
Ｉ
は
五
二
・

六
と
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
と
ほ
ぼ
同
水
準
②
六
月

の
日
銀
短
観
（
茨
城
県
）
に
よ
る
と
、
先
行
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名古屋 

き
（
九
月
ま
で
の
予
測
）
は
マ
イ
ナ
ス
二
と

横
ば
い
圏
内
で
推
移
③
企
業
の
生
産
活
動
は

底
堅
い
一
方
、
原
油
・
原
材
料
高
で
厳
し
い

収
益
環
境
が
続
く
―
―
こ
と
を
あ
げ
た
。 

 

他
方
、
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に

つ
い
て
は
、
「
大
型
小
売
店
の
新
規
開
業
で

パ
ー
ト
の
需
給
は
タ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
」

と
明
る
い
動
き
を
示
す
半
面
、
「
六
月
の
日

銀
短
観
（
茨
城
県
）
で
は
、
雇
用
人
員
判
断

Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
一
と
な
り
、
前
回
（
マ
イ

ナ
ス
四
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移
」
し
て
い

こ
と
か
ら
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
し

た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
情
勢
は
、
「
六
月

の
日
銀
短
観
（
茨
城
県
）
で
先
行
き
（
九
月

ま
で
の
見
通
し
）
の
雇
用
人
員
判
断
Ｄ
Ｉ
は

マ
イ
ナ
ス
四
と
不
足
感
が
や
や
拡
大
し
た
」

こ
と
を
あ
げ
、
「
企
業
の
生
産
活
動
は
底
堅

く
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
動
向
も

現
状
程
度
で
推
移
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と

の
見
方
を
示
し
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
た
。 

   

中
部
　
輸
送
用
機
械
で

は 

　
慢
性
的
な
人
手
不
足 

   

中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
四
月
〜

六
月
期
の
地
域
経
済
を
、
「
横
ば
い
」
と
し

た
。 

 

企
業
の
生
産
活
動
に
つ
い
て
は
、
①
自
動

車
を
中
心
に
輸
送
用
機
械
は
全
体
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
る
②
電
気
機
械
で
は
、
電
子
・

デ
バ
イ
ス
を
中
心
に
引
き
続
き
増
加
し
て
い

る
③
鉄
鋼
や
一
般
機
械
も
高
水
準
で
推
移
し

て
い
る
―
―
こ
と
を
判
断
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

指
摘
。
他
方
、
個
人
消
費
は
、
「
大
型
小
売

店
（
百
貨
店
）
で
は
、
『
万
博
特
需
』
の
剥

落
か
ら
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
ス
ー
パ

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
は
概
ね
前
年
並
み
を
維
持

し
て
い
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
は
、
「
中
部
経
済
は
、
製

造
業
を
中
心
に
引
き
続
き
底
堅
い
動
き
が
続

く
」
と
明
る
い
見
通
し
を
示
す
一
方
、
懸
念

材
料
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
の
海

外
経
済
の
動
向
」
と
「
原
油
・
原
材
料
価
格

の
高
騰
」
を
指
摘
。
総
合
的
に
判
断
し
、
「
横

ば
い
」
と
し
た
。 

 

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
は
、
好
調
な
前
期
の
流
れ
を
引
き
継

ぎ
、
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。
「
業
績
好

調
な
自
動
車
な
ど
の
輸
送
用
機
械
で
は
、
慢

性
的
な
人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
」
と
現
状

報
告
し
た
う
え
で
、
「
企
業
の
生
産
活
動
が

高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
新

規
求
人
倍
率
が
上
昇
し
て
い
る
」
「
常
用
雇

用
指
数
や
所
定
外
労
働
時
間
も
全
国
平
均
と

比
べ
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
、

雇
用
統
計
の
堅
調
ぶ
り
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

指
摘
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
も
、
「
横
ば
い
」

と
の
認
識
を
示
す
。
「
（
中
部
経
済
の
牽
引

役
で
あ
る
）
製
造
業
の
好
調
さ
を
背
景
に
、

雇
用
情
勢
は
引
き
続
き
改
善
が
続
く
」
と
み

て
、
「
高
水
準
の
生
産
が
続
く
自
動
車
や
工

作
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
恒
常
的
な
人

手
不
足
が
続
く
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。 

   

北
陸
　
専
門
・
技
術
職
で 

　
人
手
不
足
感
が
強
ま
る 

   

北
國
総
合
研
究
所
は
四
月
〜
六
月
期
の
地

域
経
済
に
つ
い
て
、
「
個
人
消
費
に
は
持
ち

直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
型
小

売
店
で
は
夏
物
衣
料
が
振
る
わ
な
い
な
ど
、

一
部
で
や
や
弱
い
動
き
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

温
泉
旅
館
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
弱
含
ん

で
い
る
模
様
」
と
し
、
消
費
に
力
強
さ
が
欠

け
て
い
る
こ
と
を
不
安
材
料
と
す
る
。
他
方
、

企
業
の
生
産
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
工
作
機

械
や
プ
レ
ス
機
械
は
国
内
外
の
旺
盛
な
自
動

車
需
要
を
背
景
に
堅
調
に
推
移
。
ま
た
、
電

子
・
デ
バ
イ
ス
は
携
帯
電
話
向
け
や
液
晶
テ

レ
ビ
関
連
の
受
注
が
好
調
で
あ
る
」
と
の
現

状
認
識
を
示
し
、
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
判
断
を
一
段
引
き
上
げ
、

「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
先
行
き
を
示
し
た
。

「
企
業
の
生
産
は
引
き
続
き
、
緩
や
か
に
増

加
す
る
見
通
し
。
特
に
、
電
子
・
デ
バ
イ
ス

分
野
で
は
、
携
帯
電
話
向
け
や
液
晶
テ
レ
ビ

関
連
の
受
注
に
追
わ
れ
、
現
場
で
は
繁
忙
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
し
ば
ら
く
続
く
」

と
み
る
。
併
せ
て
「
今
年
七
月
、
石
川
県
金

沢
港
の
大
浜
地
区
に
大
型
貨
物
船
が
接
岸
で

き
る
大
水
深
岸
壁
（
深
さ
一
三
㍍
）
が
起
工

し
た
」
こ
と
に
触
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
好

調
な
電
機
・
一
般
機
械
の
「
追
い
風
」
に
な

る
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
は
、
「
や
や
好
転
」
と
判
断
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
「
北
陸
三
県
（
福
井
県
・

石
川
県
・
富
山
県
）
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

引
き
続
き
一
倍
を
超
え
、
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
「
北
陸
の

主
要
産
業
で
あ
る
製
造
業
で
は
、
業
績
回
復

と
設
備
投
資
に
伴
い
、
人
手
不
足
感
が
強
ま

っ
て
い
る
」
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
も
、
前
期
同
様

、

「
や
や
好
転
」
を
選
択
し
、
雇
用
の
改
善
が

進
ん
で
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
理
由
と

し
て
第
一
に
、
「
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企

業
業
績
の
回
復
を
背
景
に
、
雇
用
統
計
は
改

善
の
動
き
を
強
め
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
当

面
続
く
」
こ
と
を
あ
げ
た
。
第
二
に
、
「
専

門
・
技
術
分
野
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
模
様
。
技
術
系
の
人
材
確
保
の
動
き

は
今
後
、
さ
ら
に
活
発
化
す
る
」
こ
と
を
指

摘
。
そ
の
一
方
、
北
陸
地
区
の
雇
用
の
先
行

き
に
関
し
て
「
気
に
な
る
点
」
と
し
て
、
①

非
正
規
雇
用
の
割
合
が
高
い
②
若
年
者
雇
用

の
改
善
が
今
一
歩
、
進
ん
で
い
な
い
③
高
齢

者
雇
用
の
動
き
が
依
然
と
し
て
鈍
い
―
―
こ

と
を
あ
げ
た
。 

   

関
西
　
雇
用
情
勢

は
緩
や
か 

　
な
改
善
が
続
く 

   

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
四
月
〜
六
月

期
の
地
域
経
済
を
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。

関
西
地
区
の
現
状
に
つ
い
て
、
「
原
油
高
や

米
国
経
済
の
動
向
、
さ
ら
に
天
候
不
順
に
よ

る
消
費
の
一
服
感
な
ど
の
懸
念
材
料
は
あ
る

も
の
の
、
関
西
経
済
は
堅
調
さ
を
持
続
し
て

い
る
」
と
説
明
し
、
①
六
月
日
銀
短
観
の
業

況
判
断
と
設
備
投
資
計
画
は
、
現
状
及
び
先

行
き
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
を
維

持
②
関
西
企
業
の
輸
出
は
好
調
に
推
移
③
民 
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大阪港 

高知市内 

間
住
宅
投
資
も
堅
調
―
―
で
あ
る
こ
と
を
根

拠
と
し
て
あ
げ
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
「
米
国
経
済
の

減
速
や
、
原
油
高
に
よ
る
企
業
収
益
の
圧
迫
」

を
指
摘
す
る
一
方
、
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
①

中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
成
長
を
背
景
に

輸
出
は
堅
調
②
過
剰
在
庫
の
懸
念
も
薄
ら
ぎ
、

企
業
の
生
産
活
動
は
高
水
準
③
設
備
投
資
意

欲
も
引
き
続
き
旺
盛
―
―
で
あ
る
こ
と
に
言

及
し
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
し
た
。 

 

他
方
、
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に

つ
い
て
は
、
「
関
西
地
区
の
雇
用
情
勢
は
厳

し
い
な
が
ら
も
緩
や
か
な
改
善
基
調
を
維
持

し
て
い
る
」
と
の
現
状
分
析
を
示
し
、
「
（
景

気
回
復
で
求
職
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
）

六
月
の
完
全
失
業
率
（
五
・
三
％
）
は
前
月

よ
り
○
・
七
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
も
の
の
、

有
効
求
人
倍
率
（
六
月
一
・
○
八
倍
）
は
昨

年
一
二
月
か
ら
七
カ
月
連
続
で
一
倍
を
超
え

る
な
ど
改
善
が
進
ん
で
い
る
」
こ
と
か
ら
、

「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

①
関
西
経
済
は
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る

②
日
銀
短
観
の
雇
用
人
員
判
断
Ｄ
Ｉ
で
は
先

行
き
人
手
不
足
感
が
強
く
、
有
効
求
人
倍
率

が
一
倍
を
超
え
る
水
準
が
維
持
で
き
る
③
団

塊
の
世
代
の
退
職
に
伴
い
、
中
小
企
業
を
中

心
に
労
働
力
確
保
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る

―
―
こ
と
を
理
由
に
、
「
関
西
地
区
の
雇
用

環
境
は
、
第
２
四
半
期
と
同
様
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
で
推
移
す
る
」
と
予
測
し
、
「
横

ば
い
」
と
し
た
。 

   

中
国
　
山
陰
地
区
で
も
雇
用 

　
が
改
善 

   

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
四
月

〜
六
月
期
の
地
域
経
済
の
実
績
に
つ
い
て
、

「
中
国
地
方
の
景
気
回
復
の
動
き
は
、
製
造

業
か
ら
非
製
造
業
に
広
が
り
を
み
せ
、
成
熟

段
階
に
入
っ
て
い
る
」
と
の
現
状
認
識
を
示

し
、
①
自
動
車
や
一
般
機
械
の
生
産
が
順
調

②
輸
出
も
引
き
続
き
好
調
③
個
人
消
費
は
や

や
弱
め
な
が
ら
も
、
回
復
基
調
で
推
移
し
て

い
る
―
―
と
指
摘
す
る
。
他
方
、
マ
イ
ナ
ス

要
因
と
し
て
、
「
中
国
地
方
の
景
気
回
復
は
、

製
造
業
を
起
点
に
他
産
業
へ
と
波
及
し
て
い

く
傾
向
が
強
い
。
製
造
業
の
集
積
が
少
な
い

山
陰
地
区
で
は
、
回
復
が
本
格
化
す
る
に
至

っ
て
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
、
山
陽
・
山
陰
間

で
の
「
地
域
間
格
差
」
が
依
然
、
解
消
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
横
ば
い
」
と
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
鉄
鋼
や

非
鉄
金
属
で
は
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
業
績
悪
化
の
可
能
性
が
あ
る
」
「
個
人
消

費
の
伸
び
悩
み
と
公
共
事
業
の
削
減
な
ど
か

ら
、
景
気
回
復
の
『
加
速
感
』
は
い
ま
ひ
と

つ
」
と
先
行
き
の
不
透
明
感
を
滲
ま
せ
る
一

方
、
「
輸
出
が
好
調
な
自
動
車
や
一
般
機
械

で
は
、
前
期
に
引
き
続
き
、
フ
ル
操
業
が
期

待
で
き
る
。
現
在
の
回
復
基
調
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
見
方
か
ら
「
横
ば

い
」
と
し
た
。 

 

他
方
、
雇
用
情
勢
（
四
月
〜
六
月
期
）
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
回
復
の
足
ど
り
が
重

か
っ
た
山
陰
地
区
で
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
評
価

を
下
し
た
。
具
体
的
な
根
拠
と
し
て
、
①
鳥

取
・
島
根
両
県
で
の
新
規
求
人
数
が
前
年
同

月
を
上
回
っ
た
②
広
島
県
の
高
卒
内
定
率
は

過
去
最
高
の
九
八
％
を
記
録
し
た
③
山
陰
地

区
で
も
域
外
か
ら
の
求
人
で
就
職
内
定
率
に

改
善
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
―
―
こ
と
を
あ
げ

る
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
「
団
塊
の
世
代
の
退
職
を
に
ら
み
、
企

業
の
採
用
意
欲
や
雇
用
維
持
に
向
け
た
動
き

は
引
き
続
き
熱
を
帯
び
る
」
と
明
る
い
見
通

し
を
示
す
一
方
、
「
中
国
地
方
の
雇
用
の
伸

び
は
、
新
卒
者
が
中
心
。
中
途
採
用
の
拡
大

ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
」
「
依
然
と
し
て
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
求
職
「
正
規
」
―
求
人

「
非
正
規
」
）
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
」
こ

と
か
ら
、
来
期
の
中
国
地
方
の
雇
用
は
「
横

ば
い
」
と
し
た
。 

   

四
国
　
企
業

の
生
産
は
緩
や 

　
か
に
上
昇 

   
四
国
経
済
連
合
会
は
、
四
月
〜
六
月
期
の

地
域
経
済
を
「
横
ば
い
」
と
し
た
。 

 

判
断
根
拠
と
し
て
、
①
企
業
の
生
産
活
動

は
緩
や
か
に
上
昇
し
、
設
備
投
資
も
増
加
傾

向
に
あ
る
②
個
人
消
費
は
天
候
不
順
の
影
響

も
あ
り
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
③
四
経
連
が

実
施
す
る
「
景
気
動
向
調
査
」
（
以
下
、
六

月
調
査
）
に
よ
る
と
、
景
気
が
「
既
に
回
復
」

も
し
く
は
「
回
復
傾
向
」
と
回
答
し
た
企
業

は
前
回
調
査
（
六
四
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
の

六
三
％
と
な
っ
た
―
―
こ
と
を
あ
げ
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
六
月
調

査
」
で
、
来
期
は
「
変
わ
ら
な
い
」
が
七
二
・

五
％
、
「
良
く
な
る
」
が
二
○
・
四
％
、
「
悪

く
な
る
」
が
七
・
○
％
と
な
り
、
前
回
と
比

べ
「
変
わ
ら
な
い
」
が
七
・
二
ポ
イ
ン
ト
増

加
す
る
一
方
、
「
良
く
な
る
」
が
一
○
・
二

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
来
期

は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
四
月
〜
六

月
期
は
、
「
現
在
、
雇
用
調
整
を
実
施
し
て

い
る
企
業
割
合
は
前
回
調
査
（
三
月
）
の
二

五
％
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
二
四
％
と
な
っ
た
」

「
新
卒
採
用
を
『
削
減
』
も
し
く
は
『
停
止
』

し
た
企
業
も
前
回
（
一
四
％
）
と
ほ
ぼ
同
水

準
の
一
五
％
と
な
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
「
横

ば
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
、

新
た
に
雇
用
調
整
を
『
実
施
』
も
し
く
は
『
継

続
』
す
る
と
答
え
た
企
業
は
二
六
・
五
％
と
、

前
回
調
査
（
二
四
・
○
％
）
よ
り
二
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
増
加
し
た
」
も
の
の
、
「
正
社
員
を

出
向
・
配
転
、
さ
ら
に
パ
ー
ト
に
置
き
換
え

る
な
ど
の
雇
用
調
整
は
前
回
よ
り
一
○
ポ
イ
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プロジェクト研究の一環として実施している調査研究の中間報告で、近年顕在化してきている地域間格差を雇用創
出という側面から分析しています。「事業所・企業統計調査」の2004年調査結果から、産業・雇用創出の実態に関
する地域分析を行い、また、全国のハローワーク（公共職業安定所）の01年と04年の求人・求職データを比較し、
地域レベルでの求人と求職のミスマッチに関する分析を試みています。こうした分析と併行して、自治体へのヒア
リング調査、アンケート調査も実施しました。雇用創出に比較的成功している地域とほとんど進展していない地域
とを比較し、企業誘致などによる雇用創出がどのような行政組織・人材によって企画立案され、どう実行されてい
るのか、政策効果はどの程度出ているのか、などを検討しています。 
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労働政策研究報告書　No.65 『地域雇用創出の現状に関する研究』 

ン
ト
減
少
し
た
」
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て

は
「
横
ば
い
」
で
推
移
す
る
と
の
回
答
を
寄

せ
た
。 

   

九
州
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
立
地
が
相
次
ぐ
　
パ
ー
ト
は 

　
人
手
不
足 

   

九
州
経
済
調
査
協
会
は
、
地
域
経
済
の
実

績
（
四
月
〜
六
月
期
）
に
つ
い
て
、
「
景
気

の
回
復
に
伴
い
、
所
得
環
境
の
改
善
が
進
ん

だ
も
の
の
、
四
月
、
五
月
の
長
雨
で
個
人
消

費
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
要
因
を
指
摘
す
る
半
面
、
「
好
調
な
輸
出

や
設
備
投
資
需
要
に
支
え
ら
れ
、
自
動
車
や

一
般
機
械
な
ど
企
業
の
生
産
活
動
は
再
び
上

昇
傾
向
に
あ
る
」
と
し
て
、
「
横
ば
い
」
と

評
価
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

「
九
州
経
済
は
こ
れ
ま
で
、
輸
出
と
設
備
投

資
と
消
費
の
『
三
本
柱
』
に
支
え
ら
れ
て
き

た
」
と
現
状
分
析
し
、
「
こ
こ
に
き
て
、
牽

引
役
の
ひ
と
つ
で
あ
る
消
費
の
勢
い
が
急
速

に
衰
え
て
い
る
」
と
不
安
を
の
ぞ
か
せ
た
。

と
は
い
え
、
「
（
残
り
の
）
輸
出
と
設
備
投

資
は
依
然
、
高
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
景

気
が
悪
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
」

と
し
て
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
の
見

通
し
を
立
て
た
。 

 

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
は
、
「
有
効
求
人
倍
率
で
み
る
と
、

前
期
（
一
月
〜
三
月
期
）
は
回
復
基
調
の
な

か
に
も
、
足
踏
み
感
が
み
ら
れ
た
が
、
今
期

は
五
月
が
前
月
比
○
・
○
二
ポ
イ
ン
ト
増
、

六
月
が
○
・
○
三
ポ
イ
ン
ト
増
と
、
足
踏
み

状
態
を
脱
し
た
感
が
あ
る
」
と
し
て
、
「
や

や
好
転
」
と
判
断
を
一
段
、
引
き
上
げ
た
。 

 
七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
雇
用
の

先
行
指
標
で
あ
る
新
規
求
人
倍
率
や
所
定
外

労
働
時
間
数
を
見
る
限
り
、
九
州
地
区
の
雇

用
が
こ
の
先
、
悪
化
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
の
先
行
き
を
示
す
。
併
せ
て
、
「
九

州
の
各
都
市
で
は
現
在
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
立
地
が
相
次
ぎ
、
各
地
で
大
量
の
パ
ー
ト

求
人
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
思
う
よ
う
に

人
が
集
ま
ら
な
い
と
の
声
が
出
始
め
て
い
る
」

こ
と
も
踏
ま
え
、
来
期
の
雇
用
は
「
や
や
好

転
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇ 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
國
総
合
研
究
所（
石
川
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


